道衍（姚廣孝）の信仰 by 上野, 忠昭
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
上
野
忠
昭
一
幸
田
露
伴
は
大
正
八
年
四
月
「改
造
」
に
、
小
説
『
運
命
』
を
発
表
し
、
明
の
靖
難
の
変
に
お
け
る
建
文
帝
・
永
楽
帝
の
興
亡
の
顛
末
を
描
き
、
運
命
に
実
を
委
ね
る
者
が
、
天
の
命
有
る
を
知
る
知
ら
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
翻
弄
さ
れ
る
様
は
、
い
か
な
る
狂
言
や
綺
語
の
類
よ
り
も
、
奇
に
し
て
妙
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
こ
の
小
説
は
、
そ
の
案
を
清
の
呂
熊
撰
の
『女
仙
外
史
』
に
よ
る
も
の
の
、
詳
細
に
至
る
ま
で
正
史
に
拠
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
は
も
ち
ろ
ん
建
文
帝
で
あ
り
永
楽
帝
で
あ
る
が
、
彼
ら
を
と
り
ま
く
数
十
人
の
人
物
に
つ
い
て
も
細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
燕
王
(後
の
永
楽
帝
)
に
靖
難
の
師
を
起
こ
す
こ
と
を
す
す
め
た
謀
師
道
衍
は
特
に
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
道
衍
は
、
露
伴
評
す
ら
く
、
「又
一
個
の
異
人
と
い
ふ
べ
し
。
魔
王
の
如
く
、
道
人
の
如
く
、
策
士
の
如
く
、
詩
客
の
如
く
、
(略
)
所
謂
異
僧
な
り
」
と
。
こ
の
道
衍
の
仏
教
僧
と
し
て
の
信
仰
は
実
際
の
と
こ
ろ
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
彼
の
伝
記
と
著
述
を
足
が
か
り
に
考
察
を
加
え
た
い
。
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
二
一
佛
歡
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
二
二
二
道
衍
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
牧
田
諦
亮
博
士
が
『東
洋
史
研
究
』
十
八
刊
三
号
に
お
い
て
「
道
衍
傳
小
稿
」
と
題
さ
れ
て
詳
細
な
研
究
を
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
道
衍
の
信
仰
を
考
察
す
る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
経
歴
の
み
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。道
衍
(
一
三
三
四
～
一
四
一
八
)
は
姓
は
姚
氏
、
江
蘇
長
洲
の
人
、
幼
名
は
天
禧
、
祖
は
菊
山
、
父
は
妙
心
(
震
卿
)、
そ
の
家
は
代
々
医
者
で
あ
っ
た
が
明
の
王
鑿
の
『守
溪
筆
記
』
に
、
わ
た
く
し
「幼
く
し
て
父
母
に
白
し
て
曰
く
、
某
醫
と
爲
る
を
樂
わ
ず
。
但
讀
書
し
學
を
爲
し
て
以
て
王
朝
に
仕
へ
父
母
を
顯
さ
ん
と
欲
す
。
し
か
ら
ず
否
ん
ば
則
ち
佛
に
從
っ
て
方
外
の
樂
を
爲
さ
ん
。」
と
あ
り
、
同
様
の
記
事
が
、
『明
書
』
巻
一
六
〇
姚
廣
孝
伝
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
家
業
の
医
者
を
つ
ぐ
こ
と
を
願
わ
ず
、
読
書
勉
学
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仕
官
し
て
父
母
の
名
を
顕
彰
す
る
か
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
、
仏
の
教
え
に
従
っ
て
方
外
の
楽
し
み
を
味
わ
い
た
い
と
言
い
、
十
四
歳
の
時
、
出
家
し
て
僧
と
な
り
、
妙
智
菴
に
入
り
、
名
を
道
衍
、
字
を
斯
道
と
し
た
。
こ
の
記
載
が
史
実
に
基
づ
く
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
俗
世
間
に
お
け
る
立
身
出
世
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
仏
法
に
帰
依
せ
ん
0
と
い
っ
た
あ
た
り
は
、
後
の
道
衍
の
姿
を
暗
示
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
僧
と
な
る
以
前
の
道
衍
に
つ
い
て
は
『
逃
盧
類
藁
』
第
九
所
収
の
「題
孟
氏
世
系
圖
後
」
の
冒
頭
に
自
ら
、
「衍
髫
歳
の
時
、
材
翁
先
生
に
從
っ
て
儒
學
を
授
か
る
。
里
の
同
學
の
者
三
十
餘
輩
な
り
。」
と
、
里
の
子
供
た
ち
と
と
も
に
儒
學
を
習
い
な
が
ら
も
、
「衍
未
だ
佛
を
學
ば
ざ
り
し
時
、
西
山
の
間
を
往
來
し
則
ち
海
雲
院
廸
公
有
る
を
知
る
。
禪
師
は
孤
剛
秀
傑
、
卓
然
と
し
て
特
に
其
ま
み
の
言
を
出
し
て
行
と
一
つ
も
妄
な
ら
ず
。
(中
略
)
特
に
衍
、
方
に
童
艸
な
り
と
雖
も
敬
い
て
之
を
慕
ふ
も
敢
て
及
ん
で
見
え
ず
L
(『逃
虚
類
藁
』
第
六
所
収
『
百
丈
泉
銘
并
序
」)
と
西
山
海
雲
院
の
禅
師
を
敬
慕
す
る
な
ど
、
『守
溪
筆
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
道
衍
の
言
葉
を
想
起
さ
せ
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
僧
と
な
っ
て
か
ら
の
道
衍
の
学
問
は
、
ひ
と
り
仏
教
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
『明
史
』
巻
百
四
十
五
に
は
、
「道
士
席
應
眞
に
事
へ
其
の
陰
陽
術
數
の
學
を
得
」
と
あ
り
、
ま
た
『國
朝
獻
徴
録
』
巻
六
所
収
の
王
鑿
の
「資
善
大
夫
太
子
少
師
贈
榮
國
公
謚
恭
靖
姚
廣
孝
傳
」
に
、
「相
城
の
靈
應
觀
の
道
士
、
席
應
眞
は
讀
書
し
道
を
學
び
兼
ね
て
兵
家
の
言
に
通
じ
、
尤
も
機
事
に
深
し
。
廣
孝
、
之
に
從
ひ
弟
子
の
禮
を
執
り
、
是
よ
り
盡
く
其
の
學
を
得
。
然
れ
ど
も
深
く
自
ら
退
け
人
に
藏
し
て
知
る
者
無
し
。
其
の
友
、
王
行
の
み
獨
り
之
を
知
②る
。」
と
あ
り
、
兵
家
の
言
に
通
じ
た
席
応
真
よ
り
そ
の
学
を
こ
と
ご
と
く
得
た
こ
と
は
、
靖
難
の
挙
兵
後
、
参
謀
と
し
て
活
躍
し
た
道
衍
の
知
識
の
源
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
道
衍
の
学
識
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、
彼
の
墓
塔
の
か
た
わ
ら
の
『明
太
宗
御
製
推
忠
國
協
謀
宣
　
力
文
臣
特
進
榮
祿
大
夫
上
柱
國
公
姚
廣
孝
神
道
碑
』
(以
下
『
神
道
碑
』
と
略
称
す
る
)
に
、
あ
ま
「心
に
内
典
を
濳
め
、
其
の
闘
奥
を
得
、
發
揮
激
昂
し
、
廣
博
敷
暢
し
、
波
瀾
老
成
に
し
て
、
大
い
に
宗
風
を
振
る
ふ
。
旁
ね
く
儒
術
に
通
じ
、
諸
子
百
家
に
至
る
ま
で
、
貫
穿
せ
ざ
る
は
無
し
。
故
に
其
の
文
章
は
閖
嚴
、
諸
律
は
高
簡
に
し
て
、
皆
塵
世
を
超
絶
す
。
④
名
人
魁
士
と
雖
も
、
其
の
能
に
心
服
し
、
毎
に
以
爲
ら
く
及
ぼ
ざ
る
也
と
。」
と
た
た
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
衍
の
仏
教
僧
と
し
て
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
正
史
類
に
は
ほ
と
ん
ど
記
載
が
な
く
、
僧
伝
類
等
の
仏
教
側
の
史
料
に
拠
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
『
増
集
續
傳
燈
録
』
巻
五
に
よ
る
と
、
姑
蘇
北
禪
寺
の
虚
白
亮
公
に
従
っ
て
天
台
の
教
え
を
習
い
、
つ
い
で
径
山
の
愚
庵
智
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
二
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
二
四
及
の
も
と
に
参
じ
、
洪
武
三
年
に
は
臨
安
の
普
慶
寺
に
住
し
、
後
に
杭
州
の
天
龍
寺
、
嘉
定
の
留
光
寺
に
住
し
た
と
い
う
。
『道
餘
録
』
の
道
衍
の
自
序
に
よ
る
と
、
愚
庵
智
及
に
師
事
し
た
の
は
年
三
十
に
近
く
な
っ
た
時
で
あ
り
、
こ
こ
で
禅
学
を
修
し
て
い
る
。
『逃
虚
類
藁
』
第
七
に
は
「徑
山
第
五
十
三
代
住
持
明
辯
正
宗
廣
慧
禪
師
愚
庵
及
和
尚
行
状
」
を
収
め
て
そ
の
伝
を
述
べ
、
そ
の
末
尾
に
は
、
こ
と
ば
た
く
み
「衍
、
迂
繆
に
し
て
文
な
ら
ず
。
幸
い
に
も
門
人
の
列
に
厠
す
。
故
に
敢
へ
て
師
の
出
處
の
萬
一
を
録
す
。
當
代
の
立
言
の
君
子
を
求
め
て
、
以
て
其
の
塔
に
銘
し
、
無
窮
に
垂
る
る
者
な
り
。
洪
武
十
一
年
九
月
廿
五
日
門
人
道
衍
謹
状
。」
と
あ
り
、
洪
武
十
一
年
(
=
二
七
九
)
九
月
四
日
の
智
及
入
寂
の
直
後
に
、
こ
の
行
状
を
撰
し
て
い
る
。
又
、
こ
の
銘
云
々
に
つ
い
て
は
、
宋
濂
撰
『
明
辯
正
宗
廣
慧
禪
師
徑
山
和
上
及
公
塔
銘
』
に
、
「(智
及
の
)
上
首
弟
子
、
普
慶
の
住
持
道
衍
、
是
に
籍
る
の
故
に
自
ら
其
の
行
を
状
し
、
来
た
り
て
銘
を
請
ふ
。
」
と
あ
り
、
先
の
『
逃
虚
類
藁
』
所
収
の
及
和
尚
行
状
の
道
衍
の
語
と
符
合
し
、
こ
の
間
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
智
及
に
は
『愚
庵
智
及
禪
師
語
録
』
が
あ
り
、
こ
れ
に
も
洪
武
八
年
(
一
三
七
六
)
二
月
二
十
一
日
の
日
付
を
も
っ
て
、
宋
濂
撰
「徑
山
和
尚
愚
庵
禪
師
四
會
語
序
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
『逃
虚
類
藁
』
所
収
の
及
和
尚
行
状
に
記
さ
れ
て
お
り
、
智
及
・
宋
濂
・
道
衍
の
交
際
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
語
録
に
つ
い
て
は
洪
武
十
三
年
(
二
二
八
〇
)
六
月
に
道
衍
ら
が
「
四
會
法
語
の
結
集
、
鏝
板
、
流
通
、
印
行
」
の
事
が
成
る
に
際
し
て
、
先
師
の
霊
を
祭
っ
た
こ
と
が
『
逃
虚
類
藁
』
第
八
所
収
の
「祭
先
師
愚
庵
和
尚
文
」
の
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
又
、
道
衍
は
智
及
が
退
隠
し
た
海
雲
精
舎
の
仏
殿
の
後
ろ
の
山
に
洪
武
六
年
に
産
し
た
金
芝
が
、
智
及
の
没
後
洪
武
十
四
年
に
再
生
し
た
瑞
祥
に
よ
せ
て
次
の
よ
う
に
頌
を
述
べ
て
い
る
。
あ
あ
「於
戯
、
禪
師
は
一
代
の
偉
人
な
り
。
其
の
道
光
徳
澤
は
山
林
を
被
ふ
。
(略
)
衍
、
稚
魯
少
文
に
し
て
忝
く
も
禪
師
の
道
を
嗣
ぐ
。
故
に
敢
へ
て
筆
を
執
り
用
っ
て
頌
の
言
詞
を
陳
べ
て
曰
く
。」
(『逃
虚
類
藁
』
第
一
「瑞
芝
頌
并
序
」)
智
及
の
伝
記
は
『
續
燈
存
藁
』
巻
五
等
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
道
衍
撰
の
行
状
は
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
史
料
で
あ
る
と
い
言
え
よ
う
。
ま
た
、
宋
濂
撰
文
の
塔
銘
に
よ
り
、
道
衍
は
洪
武
十
一
年
に
は
ま
だ
普
慶
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
道
衍
が
智
及
の
も
と
を
往
来
し
て
い
た
間
の
記
録
と
し
て
『
守
溪
筆
記
』
に
「洪
武
四
年
、
詔
し
て
高
僧
を
取
せ
し
め
る
も
、
病
を
以
て
免
ず
。
八
年
、
詔
し
て
儒
學
の
僧
を
し
て
禮
部
考
中
に
出
仕
せ
し
む
る
も
、
仕
を
願
は
ず
し
て
僧
服
を
賜
っ
て
山
に
還
る
。」
と
あ
る
。
洪
武
八
年
(
一
三
七
五
)
の
詔
に
関
す
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
『逃
虚
類
藁
』
第
三
所
収
の
「白
馬
照
禪
師
塔
銘
」
に
、
「洪
武
八
年
乙
卯
、
衍
、
儒
學
に
通
ず
る
に
因
り
て
召
し
て
京
師
の
天
界
禪
寺
に
留
め
ら
る
。」
と
、
記
し
て
い
る
。
洪
武
十
五
年
(
=
二
八
二
)
に
宗
渤
の
薦
に
よ
っ
て
燕
王
に
親
近
す
る
よ
り
以
前
に
、
こ
の
よ
う
に
二
度
に
わ
た
っ
て
詔
に
よ
っ
て
召
し
出
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
そ
れ
を
願
わ
ず
に
見
送
っ
て
い
る
こ
と
は
、
後
の
道
衍
の
行
動
と
全
く
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
度
の
召
出
と
宗
渤
の
薦
の
間
に
は
、
師
智
及
の
死
が
あ
り
、
こ
れ
が
道
衍
の
心
境
の
変
化
に
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
道
衍
は
径
山
に
お
い
て
智
及
に
長
く
師
事
し
深
く
傾
倒
し
、
禅
学
を
修
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
信
仰
は
禅
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
浄
土
に
傾
い
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『諸
上
善
人
詠
』
『
浄
土
簡
要
録
』
は
共
に
、
洪
武
十
四
年
の
日
付
の
自
序
を
附
す
る
道
衍
の
浄
土
信
仰
宣
揚
の
代
表
的
な
著
述
で
あ
る
。
こ
の
『諸
上
善
人
詠
』
の
序
に
お
い
て
、
道
衍
は
自
ら
の
信
仰
の
変
遷
を
述
べ
て
は
や
な
「衍
、
不
敏
に
し
て
蚤
く
教
摩
に
入
り
、
中
ご
ろ
棄
て
、
禪
苑
に
歸
す
。
倶
に
指
を
染
む
と
雖
も
、
皆
就
る
所
無
し
、
然
ど
も
、
暮
景
漸
く
迫
り
て
志
は
浄
邦
に
在
り
。」
と
い
う
。
天
台
に
始
ま
り
、
道
衍
の
禅
・
浄
土
と
い
う
信
仰
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
『
浄
土
簡
要
録
』
に
附
さ
れ
て
い
る
大
佑
の
洪
武
十
四
年
の
跋
文
に
も
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
佑
は
『諸
上
善
人
詠
』
に
も
跋
を
附
し
て
お
り
、
又
、
洪
武
十
三
年
に
道
衍
は
大
佑
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
二
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
二
六
　
の
依
託
に
よ
っ
て
「七
寶
慧
順
禪
師
塔
銘
」
を
撰
し
、
大
佑
の
撰
し
た
行
録
を
も
と
に
洪
武
十
三
年
十
二
月
に
「故
華
厳
法
師
古
庭
學
和
尚
籖
」
を
撰
し
・
更
に
は
大
佑
の
た
め
に
「葎
大
李
均
茂
偈
并
塵
及
び
蓬
坊
人
呂
伯
灘
」
を
撰
し
て
お
り
、
道
衍
と
大
佑
の
交
際
は
、
か
な
り
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
『
浄
土
簡
要
録
』
は
、
浄
土
を
志
し
た
先
人
の
著
書
の
中
か
ら
要
文
を
選
び
、
浄
土
願
生
者
の
指
針
と
す
る
た
め
に
編
せ
ら
れ
た
書
で
あ
り
、
そ
の
自
序
に
は
、
「今
年
(洪
武
十
四
年
)
の
夏
、
余
、
穹
窿
山
中
の
海
雲
精
舎
に
客
た
り
。
因
み
に
浄
土
の
諸
書
を
閲
し
て
以
て
長
日
を
銷
す
。」
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
穹
窿
山
海
雲
精
舎
は
、
道
衍
が
幼
年
時
代
に
敬
慕
し
た
廸
公
禪
師
の
住
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
法
孫
愚
庵
智
及
が
十
四
歳
で
出
家
し
、
洪
武
三
年
に
退
隠
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
逃
虚
子
詩
集
』
巻
六
に
「秋
日
重
遊
穹
窿
山
海
雲
精
舎
」
十
首
が
あ
り
、
牧
田
博
士
は
そ
の
詩
文
に
よ
っ
て
、
道
衍
が
こ
の
寺
に
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
道
衍
と
こ
の
寺
の
関
係
に
つ
　
い
て
は
、
そ
の
他
、
先
述
の
「瑞
芝
頌
并
序
」
に
お
い
て
、
海
雲
精
舎
の
仏
殿
の
後
ろ
の
山
に
産
し
た
金
芝
に
よ
せ
て
頌
を
賦
し
、
「連
葉
晦
」
に
お
い
て
篝
雲
院
の
寨
の
木
に
よ
せ
て
詩
姦
し
・
又
・
「塰
院
東
黜
」
に
お
い
て
・
退
隠
し
た
智
及
に
従
っ
た
の
が
こ
の
海
雲
院
の
東
軒
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
洪
武
九
年
に
こ
の
海
雲
院
に
小
室
を
設
け
て
お
り
、
洪
武
十
五
年
撰
の
銘
并
序
に
よ
る
と
、
あ
さ
ゆ
う
「洪
武
九
年
春
、
衍
、
旨
を
奉
じ
て
西
山
の
海
雲
院
に
還
る
。
小
室
を
闡
き
、
弥
陀
の
畫
像
を
西
隅
に
奉
じ
、
听
夕
之
に
面
し
て
稱
念
す
。
過
客
無
け
れ
ば
則
ち
終
日
危
坐
し
澄
想
す
る
の
み
。
之
を
名
づ
け
て
蓮
華
室
と
日
ふ
。
盖
し
、
期
、
當
來
せ
ば
極
樂
國
の
蓮
花
に
化
生
す
る
な
り
。
夫
れ
極
樂
國
に
七
寶
池
有
り
。
蓮
花
は
四
色
に
し
て
、
大
き
さ
は
車
輪
の
如
く
、
或
ひ
は
高
さ
は
十
二
由
旬
な
り
。
一
一
の
花
葉
は
八
萬
四
千
の
光
明
有
り
。
甄
叔
迦
寳
、
梵
摩
尼
寳
は
以
て
映
飾
を
爲
す
。
九
品
の
間
に
三
輩
を
列
し
化
生
す
。
凡
そ
他
方
世
界
の
衆
生
も
亦
、
一
念
を
發
し
て
彼
の
國
に
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
善
根
、
池
内
に
感
ぜ
ら
れ
、
即
ち
一
花
を
成
す
。
精
進
す
れ
ば
鮮
榮
、
懈
退
す
れ
ば
萎
悴
す
。
故
に
龍
猛
云
く
、
若
し
人
善
根
を
種
う
る
も
疑
へ
ば
則
ち
花
開
か
ず
、
信
心
清
浄
な
れ
ば
花
開
き
既
に
佛
を
見
る
。
衍
、
少
き
時
自
り
弥
陀
の
敬
法
有
る
を
知
る
も
、
業
深
く
障
重
し
。
造
脩
を
發
願
す
と
雖
も
、
或
ひ
は
進
い
ま
み
或
ひ
は
退
く
。
茲
年
四
十
有
八
に
し
て
、
死
期
将
に
至
ら
ん
と
す
。
故
に
痛
み
て
自
ら
鞭
策
し
要
ず
必
ず
彼
の
國
に
往
き
て
蓮
花
化
生
せ
ん
。
冀
は
、
是
の
花
の
榮
有
り
て
悴
無
か
ら
ん
こ
と
を
。
其
の
室
に
扁
し
て
以
て
自
ら
勗
む
。
乃
ち
爲
に
銘
し
て
曰
く
、
ま
と
彼
の
蓮
華
を
緊
ひ
て
寶
池
に
生
ぜ
ん
う
る
ほ
善
根
感
ぜ
ら
れ
て
聖
澤
是
れ
滋
ふ
大
き
さ
は
車
輪
の
如
く
、
四
微
を
離
れ
ず
摩
尼
の
間
に
飾
光
明
陸
離
た
り
龍
猛
の
格
言
は
信
に
し
て
疑
は
ず
む
ち
う
嗟
、
予
小
子
、
脩
に
策
ち
罷
む
無
し
乃
ち
期
す
ら
く
、
其
の
蕚
の
榮
有
り
て
萎
無
か
ら
ん
こ
と
を
　
決
定
し
て
化
を
托
す
こ
と
此
に
在
り
て
詩
を
銘
ず
」
と
、
こ
の
蓮
華
室
は
浄
土
信
仰
実
践
の
場
所
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
洪
武
十
五
年
は
宗
渤
の
推
薦
に
よ
っ
て
燕
王
の
も
と
に
侍
し
た
年
で
あ
り
、
そ
の
前
後
に
お
い
て
道
衍
は
、
「
業
深
く
障
重
し
」
と
自
ら
反
省
し
、
四
十
八
歳
に
し
て
「死
期
将
に
至
ら
ん
と
す
」
と
い
う
、
蓮
華
化
生
を
ひ
た
す
ら
願
う
真
摯
な
浄
土
信
仰
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
浄
土
簡
要
録
』
序
に
あ
る
「浄
土
の
諸
書
を
閲
し
た
」
の
は
、
恐
ら
く
は
こ
の
蓮
華
室
に
お
い
て
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
『
浄
土
簡
要
録
』
及
び
『諸
上
善
人
詠
』
の
序
の
末
尾
に
は
「蓮
華
室
沙
門
道
衍
序
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
浄
土
信
仰
鼓
吹
の
書
に
お
け
る
署
名
と
し
て
意
識
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
蓮
華
室
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
や
や
後
の
撰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
道
衍
の
著
述
『蓮
室
集
』
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
や
は
り
浄
土
信
仰
の
宣
揚
で
あ
る
が
、
『蓮
室
集
』
は
現
存
せ
ず
、
『碧
山
日
録
』
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
知
り
、
佚
文
を
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
二
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
二
八
『
碧
山
日
録
』
か
ら
抄
記
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
自
序
も
道
衍
の
署
名
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
書
名
の
蓮
室
と
は
、
蓮
華
室
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
洪
武
十
五
年
に
、
「孝
慈
高
后
喪
す
。
列
國
の
親
王
、
各
、
奏
し
て
名
僧
を
乞
ひ
、
歸
國
し
て
齋
を
脩
す
。
是
に
お
い
て
、
左
善
世
宗
渤
、
道
衍
等
三
名
を
擧
す
。
太
祖
親
し
く
道
衍
を
選
び
、
慶
壽
寺
に
住
持
せ
し
む
。」
(『守
溪
筆
記
』
)
と
、
明
の
太
祖
洪
武
帝
朱
元
璋
の
皇
后
馬
后
が
亡
く
な
り
、
各
国
の
諸
親
王
が
葬
儀
に
参
列
し
帰
国
す
る
時
、
太
祖
は
高
僧
を
選
ん
で
諸
王
に
侍
せ
し
め
誦
經
薦
福
し
齋
を
脩
せ
し
め
た
が
、
そ
の
時
、
宗
渤
の
推
薦
に
よ
っ
て
道
衍
は
燕
王
に
配
属
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『神
道
碑
』
に
、
「朕
が
皇
考
高
皇
帝
、
一
見
し
て
之
を
異
と
し
、
命
じ
て
慶
壽
寺
に
住
持
せ
し
む
。」
と
、
道
衍
が
洪
武
帝
に
選
ば
れ
た
折
の
状
況
を
記
し
て
い
る
。
道
衍
を
洪
武
帝
に
推
し
た
宗
渤
(
1
三
1
八
～
=
二
九
一
)
は
、
宋
濂
の
『宋
學
士
集
』
補
遺
巻
三
、
『明
書
』
巻
一
六
〇
、
『補
續
高
僧
傳
』
巻
十
四
な
ど
に
伝
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
字
は
季
潭
、
全
室
と
称
し
、
台
州
臨
海
の
人
で
あ
る
。
八
歳
の
と
き
、
笑
隠
大
訴
に
従
っ
て
出
家
し
、
後
に
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。
そ
の
後
、
杭
州
中
天
竺
寺
に
住
し
、
径
山
に
移
り
、
洪
武
帝
の
詔
に
よ
り
金
陵
天
界
寺
に
住
し
た
。
洪
武
十
一
年
に
は
詔
を
奉
じ
て
、
杭
州
普
福
寺
の
如
兄
と
と
も
に
、
般
若
心
経
・
楞
伽
経
・
金
剛
般
若
経
の
註
を
撰
し
、
又
、
西
域
に
荘
嚴
・
寶
王
・
文
殊
等
の
経
典
を
求
め
、
洪
武
十
五
年
三
月
に
帰
朝
し
、
同
四
月
二
十
二
日
に
僧
録
司
左
善
世
の
職
を
さ
ず
け
ら
れ
て
い
る
。
『明
史
』
巻
百
四
十
五
に
、
「北
固
山
を
經
て
、
詩
を
賦
し
て
懐
古
す
。
其
の
儕
の
宗
渤
曰
く
、
此
れ
豈
に
釋
子
の
語
な
ら
ん
や
。
道
衍
笑
ひ
て
答
へ
ず
。」
と
い
い
、
又
、
『
明
書
』
巻
一
六
〇
に
は
、
「
口
つ
か
ら
詩
を
賦
し
て
曰
く
、
讌
鹵
年
来
戰
ひ
て
血
乾
き
烟
花
猶
自
ら
半
ば
凋
殘
す
五
洲
に
山
近
く
朝
雲
乱
れ
萬
歳
に
樓
空
し
く
夜
月
寒
し
江
水
潮
無
く
鐵
甕
に
通
じ
野
田
路
有
り
て
金
壇
に
到
る
蕭
梁
の
事
業
今
何
に
か
在
ら
ん
北
里
皇
円
と
し
て
眼
看
る
徳
ま
㊥
と
。
僧
宗
渤
、
其
れ
を
見
て
膝
蠡
っ
て
高
く
吟
じ
て
、
之
轟
め
て
曰
く
、
砦
豈
に
釋
子
の
語
な
ら
ん
や
・
斯
道
・
斯
道
・
汝
・
南
朝
を
薄
ん
ず
る
か
と
。」
と
、
よ
り
詳
し
く
僧
宗
渤
.
道
衍
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
『補
續
高
僧
傳
』
巻
+
四
に
も
同
様
の
記
棄
圭
目か
れ
て
い
る
・
『
逃
畢
詩
集
』
は
こ
の
詩
を
収
録
し
て
い
な
い
が
、
宗
渤
・
道
衍
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
『
逃
虚
子
詩
集
』
巻
八
に
丕
室
禪
師
使
四
天
取
經
回
朝
奉
賀
L
の
詩
を
録
し
て
い
る
。
宗
渤
に
よ
っ
て
推
挙
さ
れ
た
道
衍
は
、
北
平
に
至
り
慶
壽
寺
の
住
持
と
し
て
燕
王
の
母
后
の
追
福
の
た
め
に
「
誦
經
念
佛
修
鷯
」
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
ろ
の
燕
王
と
道
衍
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
明
史
』
巻
百
四
十
五
に
、
「
府
中
に
出
入
し
、
跡
甚
だ
密
な
り
。
時
時
人
を
勵
げ
て
語
れ
り
。」
と
い
い
、
『神
道
碑
』
に
は
、
「朕
が
藩
邸
に
事
へ
、
毎
に
進
見
し
論
説
す
る
こ
と
勤
勤
懇
懇
な
り
。
有
道
の
言
に
あ
ら
ざ
る
は
無
し
。
察
す
る
に
其
の
所
以
は
堅
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
二
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
三
〇
ま
す
ま
確
、
有
守
、
積
純
に
し
て
疵
無
し
。
朕
益
す
之
を
重
ん
ず
。」
と
・
単
莓
后
の
鑾
晏
修
す
る
僧
と
し
て
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
事
柄
ξ
い
て
壅
の
相
談
相
乏
な
ぞ
い
た
よ
う
で
あ
る
・
北
平
に
至
っ
た
洪
武
十
五
年
か
ら
、
靖
難
の
変
が
起
こ
る
建
文
元
年
ま
で
の
十
四
年
間
の
道
衍
の
僧
と
し
て
の
活
動
は
伝
記
類
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
測
り
が
た
い
も
の
が
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
二
、
三
の
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
行
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
洪
武
十
一
年
に
宗
渤
ら
は
詔
に
よ
っ
て
、
般
若
心
経
な
ど
三
経
の
註
を
撰
し
た
が
、
道
衍
は
、
「當
今
、
聖
天
子
、
詔
し
て
天
下
の
僧
徒
を
し
て
般
若
心
経
及
び
金
剛
・
楞
伽
に
習
通
せ
し
む
。
復
た
詔
し
て
諸
郡
の
禪
の
講
師
の
僧
を
取
り
て
大
天
界
禪
寺
に
會
し
三
経
の
古
註
を
校
讎
し
其
の
説
を
一
定
し
、
天
下
に
頒
行
し
以
て
廣
く
傳
持
せ
し
む
。
是
に
お
い
て
天
界
住
持
宗
渤
等
、
古
註
を
折
衷
し
て
釋
す
。
(中
略
)
今
年
夏
、
門
人
智
榮
等
五
七
輩
、
禪
坐
の
餘
と
、
新
註
般
若
心
経
を
以
て
余
に
講
演
を
請
ふ
。
顧
れ
ば
、
余
、
禅
者
に
し
て
経
論
の
學
に
あ
ら
ず
。
烏
ぞ
、
以
て
發
明
す
可
け
ん
や
。
盖
し
、
已
む
を
得
ざ
る
な
り
・
始
め
舊
く
聞
見
す
る
所
を
以
て
、
新
註
の
中
の
事
相
の
知
る
能
は
ざ
る
所
有
る
者
、
句
義
の
局
碍
す
る
所
有
る
者
に
お
い
て
、
=
節
解
條
析
し
、
以
て
其
の
初
心
の
蒙
昧
を
啓
く
。
而
し
て
榮
等
、
録
し
て
一
帙
と
爲
し
板
に
鏝
し
て
以
て
童
學
に
便
せ
ん
い
よ
い
よ
と
欲
す
。
余
、
固
り
之
を
卻
け
容
れ
ぎ
る
な
り
。
嗟
、
古
今
の
論
疏
既
に
多
く
、
般
若
の
心
愈
よ
晦
し
。
况
ん
や
、
余
の
揣
か
ら
ず
こ
ひ
ね
が
は
も
新
註
の
下
に
又
説
を
加
ふ
る
を
や
。
焉
ん
ぞ
其
れ
、
可
な
ら
ん
か
。
後
の
覽
者
、
幸
く
は
余
の
鈍
な
る
を
以
て
置
き
て
誦
を
爲
す
勿
れ
・
洪
武
十
六
年
冬
十
一
月
八
日
北
平
府
慶
壽
禪
寺
住
持
沙
門
道
衍
序
す
。」
(『逃
虚
類
藁
』
巻
三
「般
若
波
羅
蛮
多
心
経
新
註
　
　
　
し
と
、
般
若
心
経
新
註
に
つ
い
て
講
演
し
、
そ
れ
を
録
し
て
刊
行
し
た
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
道
衍
の
講
演
録
は
『般
若
波
羅
蛮
多
心
経
新
註
演
義
序
』
と
題
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
洪
武
十
七
年
撰
の
「釋
迦
寶
覺
禪
寺
記
」
も
『逃
虚
類
藁
』
最
め
ら
れ
て
い
る
・
洪
武
二
±
年
に
は
、
詔
を
奪
て
房
山
石
経
で
有
名
な
石
経
山
窒
り
、
隋
.
遼
.
金
.
元
と
承
け
継
が
れ
た
事
業
の
壮
大
さ
に
撃
た
れ
て
「石
経
山
」
の
詩
を
賦
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
序
と
と
も
に
『
逃
虚
子
詩
集
』
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
序
に
は
、
こ
の
詩
は
華
厳
堂
(雷
音
洞
)
の
壁
に
雕
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
更
に
、
『碧
山
日
録
』
の
寛
正
三
年
十
月
十
八
日
(及
び
十
一
月
六
日
)
の
項
に
抄
出
さ
れ
た
道
衍
の
『蓮
室
集
』
の
佚
文
に
、
「余
、
慶
壽
の
散
席
よ
り
以
来
、
閑
に
就
き
痾
を
城
南
天
王
塔
下
に
養
ふ
。
地
僻
に
し
て
、
路
迂
な
り
。
賓
客
の
門
に
往
来
す
る
こ
お
お
む
し
あ
つ
と
甚
だ
尠
し
。
日
に
念
仏
三
昧
を
脩
し
、
郡
い
に
寒
く
、
溽
暑
し
と
雖
も
、
未
だ
嘗
て
小
く
も
怠
ら
ざ
る
な
り
。
武
林
の
妙
弁
上
人
、
み
ち
び
事
に
因
り
て
北
平
に
来
た
り
。
余
と
衆
を
道
く
こ
と
十
余
月
、
其
の
祖
雪
庭
の
書
す
る
永
明
寿
禪
師
の
山
居
詩
集
を
以
て
見
示
す
。
余
、
課
仏
の
暇
に
之
を
読
み
、
之
を
咏
歌
す
。
永
明
の
当
日
全
身
坐
し
て
浄
土
に
在
る
を
見
る
に
足
る
。
其
の
楽
し
み
、
豈
に
涯
有
ら
ん
や
。
余
、
故
に
喜
び
て
手
を
釈
く
に
忍
び
ず
。
因
り
て
用
っ
て
浄
土
を
懐
ひ
て
其
の
韻
に
和
す
。
一
に
は
以
て
己
を
難
ぢ
・
二
に
は
以
て
人
を
黶
ん
。
狗
尾
貂
に
続
く
る
に
足
ら
ず
と
讐
、
要
ず
是
枩
永
瞿
お
け
る
仰
慕
の
心
の
忘
れ
ざ
る
'」
と
簸
こ
れ
さ
ん
。
遂
に
上
人
を
し
て
巻
尾
に
録
せ
し
め
、
以
て
諸
に
帰
す
。
侘
日
、
湖
海
の
聞
に
目
を
過
ご
す
者
有
ら
ば
、
豈
に
厳
詩
、
杜
集
に
附
す
の
譏
り
、
余
に
無
か
ら
ん
や
、
然
れ
ど
も
亦
其
の
然
る
に
ま
か
す
。
洪
武
二
十
五
年
倉
竜
壬
申
十
二
月
仏
成
道
日
独
菴
道
衍
識
」
と
、
洪
武
二
十
五
年
に
は
既
に
慶
壽
寺
の
住
職
を
や
め
て
閑
居
し
て
、
念
仏
三
昧
を
日
課
と
し
、
武
林
の
妙
弁
上
人
の
も
た
ら
し
た
雪
庭
書
の
永
明
延
寿
『
山
居
詩
集
』
を
日
課
の
あ
い
ま
に
読
み
、
自
ら
も
懐
浄
土
の
詩
を
和
し
て
そ
の
巻
尾
に
録
す
な
ど
、
熱
心
な
浄
土
教
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
又
、
道
衍
は
智
及
よ
り
禪
学
を
習
い
、
慶
壽
禅
寺
の
住
職
を
す
る
な
ど
、
禅
宗
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
念
仏
を
行
じ
る
浄
土
信
仰
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
『碧
山
日
録
』
寛
正
四
年
二
月
二
日
の
頃
に
、
「蓮
室
集
、
簡
首
座
に
示
し
て
曰
く
、
念
仏
三
昧
は
円
中
の
円
、
頓
中
の
頓
、
大
乗
中
の
大
乗
、
不
可
思
議
中
の
不
可
思
議
な
る
者
な
り
、
吾
祖
菩
提
達
磨
大
師
の
最
上
乗
禅
と
、
二
無
く
別
無
し
。
禅
門
の
諸
師
の
、
永
明
寿
・
天
衣
懐
・
真
歇
了
・
長
蘆
蹟
・
慈
受
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
一三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
三
二
深
等
の
如
き
の
、
最
上
乗
禅
を
伝
持
す
と
雖
も
、
猶
務
め
て
密
か
に
念
仏
三
昧
を
修
す
る
所
以
な
り
。
普
く
群
機
を
摂
し
、
菩
薩
.
声
聞
・
天
人
・
群
生
の
類
も
発
生
し
て
念
仏
す
れ
ば
即
ち
仏
土
に
往
生
を
得
。
譬
へ
ば
大
海
は
、
百
川
細
流
の
包
納
せ
ざ
る
無
き
が
如
し
。
最
上
乗
禅
は
、
戦
え
に
最
上
の
根
器
を
接
し
、
中
下
の
機
は
、
終
に
能
く
入
る
莫
し
。
念
仏
三
昧
は
円
中
の
円
、
頓
中
の
頓
、
大
乗
中
の
大
乗
、
不
可
思
議
中
の
不
可
思
議
な
る
者
た
る
所
以
な
り
。L
と
記
し
て
お
り
、
禅
浄
双
修
の
先
師
た
ち
を
挙
げ
て
自
ら
の
立
場
の
正
当
性
を
説
い
て
い
る
。
洪
武
二
十
五
年
(
一
三
九
二
)
に
懿
文
皇
太
子
が
亡
く
な
り
、
洪
武
三
十
一
年
に
洪
武
帝
が
崩
御
す
る
や
、
十
六
歳
の
皇
太
孫
允
蚊
が
即
位
し
て
建
文
帝
と
な
っ
た
。
建
文
帝
の
側
近
の
斉
泰
・
黄
子
澄
ら
は
、
各
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
諸
王
の
勢
力
を
削
ぐ
こ
と
を
献
策
し
、
各
王
は
次
々
と
罪
を
着
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
道
衍
は
燕
王
に
挙
兵
を
勧
め
、
遂
に
燕
王
は
決
意
し
て
、
斉
泰
・
黄
子
澄
ら
を
誅
せ
ん
と
の
名
目
で
、
内
難
を
靖
ん
ず
る
と
い
う
「靖
難
の
師
」
を
起
こ
し
た
。
こ
れ
は
洪
武
帝
の
死
後
わ
ず
か
一
年
の
建
文
元
年
(
二
ご
九
九
)
の
こ
と
で
あ
る
。
洪
武
二
十
五
年
ま
で
は
、
熱
心
な
念
仏
行
者
で
あ
っ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
道
衍
は
、
こ
の
靖
難
の
変
以
後
は
、
宗
教
者
と
し
て
の
業
績
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
お
よ
そ
僧
と
し
て
相
応
し
く
な
い
行
動
を
と
り
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
先
ず
第
一
に
、
燕
王
に
靖
難
の
師
を
起
こ
す
決
意
を
な
さ
し
め
た
の
は
、
ま
さ
し
く
道
衍
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
史
書
の
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
永
楽
帝
は
自
ら
『
神
道
碑
』
に
、
「皇
考
天
に
賓
す
る
に
及
ん
で
、
奸
臣
、
命
を
ほ戀
ま
摩
し
て
舊
章
を
變
更
し
、
講
へ
て
禍
亂
を
爲
し
、
危
、
朕
の
躬
に
迫
れ
り
。
朕
、
宗
社
の
至
重
な
る
を
惟
ひ
、
匡
救
の
責
は
實
に
所
在
有
り
。
廣
孝
、
時
に
進
退
存
亡
の
理
を
識
り
、
安
危
禍
福
の
機
を
明
ら
か
に
し
、
　
機
に
先
ん
じ
て
謀
を
効
す
。
言
合
は
ざ
る
無
し
。
帷
幄
の
間
を
出
入
左
右
し
、
啓
沃
良
に
多
し
。
」
と
、
道
衍
(廣
孝
)
が
燕
王
に
と
っ
て
信
頼
す
べ
ぎ
側
近
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
燕
軍
は
、
建
文
帝
側
の
意
外
な
反
抗
に
よ
っ
て
苦
戦
は
し
た
も
の
の
建
文
四
年
(
一
四
〇
二
)
、燕
軍
は
遂
に
南
京
を
陥
し
、
燕
王
は
即
位
し
て
永
楽
帝
と
な
り
、
戦
犯
の
粛
清
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
卓
敬
、
字
は
惟
恭
、
瑞
安
の
人
で
あ
り
、
『明
書
』
巻
百
三
、
『明
史
』
巻
百
四
十
一
の
他
、
袁
裹
撰
『
戸
部
右
侍
郎
瑞
安
卓
公
敬
⑰
⑱
傳
』、
澹
園
集
『明
卓
忠
貞
公
廟
碑
』
な
ど
に
伝
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
卓
敬
は
建
文
の
初
め
に
燕
王
が
来
朝
し
た
時
に
密
奏
し
て
、
「燕
王
は
智
慮
、
人
を
絶
し
、
先
帝
に
酷
類
す
。
夫
れ
北
平
は
強
幹
の
地
、
金
・
元
の
由
り
て
興
る
所
な
り
。
宜
し
く
燕
を
徙
し
て
江
南
に
封
じ
以
て
禍
本
を
絶
つ
べ
し
。
夫
れ
萠
し
て
も
未
だ
動
か
ざ
る
は
幾
な
り
。
時
を
量
っ
て
爲
す
は
勢
な
り
。
勢
、
至
勁
に
あ
ら
ず
ん
ば
能
く
斷
ず
る
莫
し
。」
と
言
っ
た
の
に
対
し
て
、
建
文
帝
は
、
「燕
王
は
骨
肉
至
親
な
り
。
何
ぞ
此
に
及
ぶ
を
得
ん
や
。
」
と
答
え
、
更
に
卓
敬
は
、
「楊
廣
隋
文
は
父
子
に
あ
ら
ず
や
。
」
と
い
っ
た
が
、
結
局
、
こ
の
言
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
燕
王
が
即
位
す
る
や
、
卓
敬
は
捕
え
ら
れ
責
を
問
わ
れ
た
が
、
声
を
励
ま
し
て
、
「若
し
敬
の
言
を
用
い
た
ま
は
ば
、
王
、
安
ん
ぞ
此
に
至
る
を
得
ん
や
。」
と
言
っ
た
の
で
、
帝
は
怒
っ
て
殺
そ
う
と
す
る
も
、
そ
の
才
を
あ
わ
れ
み
、
獄
に
繋
い
で
躊
躇
し
て
い
る
と
、
「姚
廣
孝
、
敬
の
素
り
禮
せ
ざ
る
を
以
て
之
を
概
ん
で
日
く
、
昔
、
呉
王
、
范
蠡
を
殺
さ
ず
し
て
蠡
鷲
に
呉
を
沼
に
す
。
王
衍
・
石
勒
を
殺
さ
ず
し
て
勒
終
に
衍
を
斃
す
。
陛
下
の
藉
る
所
、
重
き
を
爲
す
は
全
く
地
勢
に
在
り
。
敬
の
言
を
用
ひ
て
北
平
を
離
れ
し
む
れ
ば
、
直
に
嚢
中
の
物
な
り
。
豈
に
今
日
有
ら
ん
や
。」　
と
道
衍
は
卓
敬
を
死
に
至
ら
し
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
三
三
佛
激
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
三
四
靖
難
の
変
に
お
け
る
功
績
に
よ
っ
て
、
道
衍
は
建
文
四
年
(
一
四
〇
二
)
十
月
に
僧
録
司
左
善
世
を
拝
し
、
永
楽
二
年
(
一
四
〇
四
)
四
月
に
は
資
善
大
夫
太
子
少
師
を
拝
し
て
、
そ
の
姓
姚
を
復
し
、
廣
孝
の
名
を
賜
い
、
祖
父
と
父
に
も
同
じ
官
を
追
贈
さ
れ
た
。
王
鑿
の
姚
廣
孝
伝
に
は
、
こ
れ
ら
の
論
功
行
賞
に
つ
い
て
、
「元
の
劉
秉
忠
に
擬
す
。」
と
評
し
て
い
る
。
『
明
史
』
巻
百
四
十
五
に
は
道
衍
が
嵩
山
寺
に
游
ん
だ
お
り
、
袁
瑛
が
そ
の
相
を
見
て
「是
れ
何
ぞ
異
僧
な
る
や
。
目
は
三
角
な
り
、
形
は
病
虎
の
如
し
。
性
必
ず
殺
を
嗜
ま
ん
。
劉
秉
忠
の
流
な
り
。
」
と
い
い
、
道
衍
は
大
い
に
喜
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
劉
秉
忠
は
『
元
史
』
巻
一
百
五
十
七
に
伝
が
あ
り
、
始
め
出
家
し
て
子
聡
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
後
に
フ
ビ
ラ
イ
の
顧
聞
と
な
り
太
保
を
拝
し
た
。
袁
玖
の
評
が
影
響
し
た
か
否
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
道
衍
は
劉
秉
忠
を
思
慕
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
逃
虚
子
詩
集
』
巻
一
に
は
「劉
文
貞
公
墓
」
の
詩
を
収
め
、
「良
驥
色
は
耄
と
同
じ
く
至
人
迹
は
俗
と
混
ず
知
己
苟
も
遐
わ
ざ
れ
ば
終
世
怨
讒
せ
ず
偉
な
る
か
な
、
藏
春
公
箪
瓢
も
て
巌
谷
に
樂
し
む
一
朝
風
雲
會
し
て
君
臣
自
ず
か
ら
心
服
す
大
業
の
計
已
に
成
り
て
勲
名
簡
續
に
照
ら
す
身
退
い
て
即
ち
長
く
往
き
川
流
れ
て
去
き
て
復
す
る
無
し
佳
城
百
年
の
後
鬱
々
た
り
盧
溝
の
北
松
楸
烟
靄
青
く
翁
仲
藤
蕪
緑
な
り
強
梁
敢
へ
て
犯
さ
ず
何
人
も
敢
へ
て
樵
牧
せ
ん
王
侠
の
墓
累
々
と
し
て
癈
な
る
こ
と
草
宿
を
待
た
ず
惟
だ
公
は
民
望
在
り
天
地
傾
覆
を
同
じ
く
す
斯
人
作
す
べ
か
ら
ず
N
再
拝
し
て
還
一
哭
す
」
と
詠
じ
、
同
巻
八
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「謁
春
日
劉
太
保
墓
」
の
詩
は
、
「
芳
時
瓏
に
登
り
藏
春
に
謁
す
兵
後
松
楸
は
斷
薪
に
化
す
。
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
三
五
佛
歡
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
三
六
雲
暗
く
平
原
に
眠
る
石
獣
雨
荒
く
深
隧
に
泣
く
山
神
殘
碑
蘚
蝕
み
文
章
は
舊
し
異
代
の
人
傳
へ
て
姓
字
新
し
華
衣
歸
鶴
の
怨
を
存
せ
ず⑳
幾
多
の
行
客
泪
巾
を
沾
す
」
と
詠
じ
、
劉
秉
忠
(藏
春
公
)
に
対
す
る
道
衍
の
敬
慕
の
情
を
見
る
。
道
衍
は
永
楽
帝
の
命
に
よ
っ
て
還
俗
し
た
が
、
「蓄
髪
を
命
ぜ
ら
れ
る
も
肯
ん
ぜ
ず
、
第
及
び
両
宮
人
を
賜
る
も
受
け
ず
、
常
に
僧
寺
に
居
り
て
、
冠
帶
し
て
朝
し
、
退
き
て
仍
ほ
⑳
緇
衣
す
。
」
と
僧
で
あ
る
こ
と
を
や
め
よ
う
と
せ
ず
に
、
⑳
コ
鶏
を
畜
し
、
毎
に
鶏
一
號
す
れ
ば
即
ち
起
き
朗
然
と
誦
經
す
。
」
と
、
日
常
生
活
を
律
し
て
送
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
靖
難
の
変
に
お
い
て
、
多
く
の
人
を
死
に
至
ら
し
め
、
多
く
の
土
地
を
戦
場
と
化
し
た
責
は
免
れ
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
特
に
故
郷
の
人
々
の
態
度
は
、
功
成
り
名
を
遂
げ
た
彼
に
と
っ
て
思
い
が
け
な
く
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
建
文
四
年
六
月
に
郷
里
に
帰
っ
た
道
衍
は
八
十
歳
に
近
い
姉
を
訪
ね
た
が
、
姉
は
会
お
う
と
せ
ず
、
や
っ
と
の
こ
と
で
会
う
と
、
「
昔
の
和
尚
は
こ
ん
な
人
で
は
な
か
っ
た
の
に
。」
と
い
う
冷
た
い
言
葉
を
放
つ
や
、
戸
の
内
に
ひ
き
こ
ん
で
再
び
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
道
衍
の
旧
友
で
あ
る
呉
郡
の
隠
士
光
庵
先
生
王
賓
も
、
な
か
な
か
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
薪
割
り
に
忙
し
く
て
面
会
す
る
暇
が
な
い
と
い
い
、
或
い
は
、
遙
か
遠
く
に
望
ん
で
、
「和
尚
誤
て
り
、
和
尚
誤
て
り
。」
と
繰
り
返
す
の
み
で
あ
っ
た
と
㊧
い
う
。
靖
難
の
変
以
後
、
還
俗
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
も
、
僧
と
し
て
の
毎
日
を
守
り
続
け
た
と
は
い
え
、
靖
難
の
年
以
前
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
自
ら
の
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
た
文
書
や
信
仰
鼓
吹
の
著
作
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
燕
王
に
親
近
す
る
前
後
に
、
盛
ん
に
浄
土
関
係
の
著
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
道
衍
が
意
図
し
て
、
敢
え
て
そ
の
よ
う
な
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
姚
廣
孝
の
名
、
太
子
少
師
の
高
位
は
靖
難
の
変
に
お
け
る
数
々
の
罪
の
証
と
も
言
え
、
布
教
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
、
深
く
自
己
を
反
省
し
、
自
ら
慎
む
毎
日
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
永
楽
十
年
(
一
四
二
二
)
十
月
に
公
務
を
退
い
て
い
る
が
、
そ
の
一
ヵ
月
後
に
道
衍
の
著
作
の
中
で
最
も
社
会
に
注
目
さ
れ
た
『
道
⑳
餘
録
』
を
撰
し
て
い
る
。
『
道
餘
録
』
は
、
そ
の
序
文
に
よ
る
と
、
さ
き
「余
曩
に
僧
と
爲
り
し
時
、
元
季
の
兵
亂
に
値
ふ
。
年
三
十
に
近
く
し
て
、
愚
庵
及
和
尚
に
從
ひ
て
、
徑
山
に
お
い
て
、
禪
學
を
習
ふ
。
暇
あ
れ
ば
則
ち
内
外
の
典
籍
を
披
閲
し
、
以
て
才
識
に
資
す
。
因
み
に
河
南
の
二
程
先
生
の
遺
書
及
び
新
安
の
晦
庵
朱
先
生
の
語
録
を
觀
る
。
三
先
生
、
皆
趙
宋
に
生
ま
れ
、
聖
人
千
載
不
傳
の
學
を
傳
ふ
。
謂
ふ
可
し
、
世
の
英
傑
に
間
し
、
世
の
眞
儒
た
り
と
。
三
先
生
、
名
教
を
輔
く
る
に
因
り
て
、
惟
だ
佛
老
を
攘
斥
す
る
を
以
て
心
と
爲
す
。
太
史
公
曰
く
、
世
の
老
子
を
學
す
る
者
は
則
ち
儒
學
を
細
け
、
儒
學
も
亦
老
子
を
細
く
。
道
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
相
為
に
謀
ら
ず
と
。
古
今
共
に
然
り
。
奚
ぞ
怪
し
む
に
足
ら
ん
や
。
三
先
生
、
既
に
斯
文
の
宗
主
、
後
學
の
師
範
爲
り
。
佛
老
を
攘
斥
す
と
雖
も
、
必
ず
當
に
理
に
據
る
べ
し
。
至
公
無
私
な
れ
ば
則
ち
人
心
焉
に
服
せ
ん
。
三
先
生
、
多
く
佛
書
を
探
ら
ざ
る
に
因
り
て
佛
の
底
蘊
を
知
ら
ず
。
一
ら
私
意
を
以
て
邪
設
の
辭
を
出
す
。
枉
抑
す
る
こ
と
太
だ
過
ぎ
た
り
。
世
の
人
心
も
亦
多
く
平
ら
か
な
ら
ず
。
況
ん
や
其
の
學
を
宗
と
す
る
者
を
や
。
二
程
先
生
の
遺
書
の
中
に
二
十
八
條
有
り
、
晦
庵
朱
先
生
の
語
録
の
中
に
二
十
一
條
有
る
は
、
極
め
て
謬
誕
を
爲
す
。
余
揣
ら
ず
し
て
乃
ち
爲
に
條
を
逐
お
も
が
ひ
理
に
據
っ
て
一
一
剖
折
す
。
豈
に
敢
へ
て
言
、
三
先
生
と
辯
ぜ
ん
や
。
已
む
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。
亦
佛
に
佞
ね
る
に
非
ざ
る
な
り
。
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
三
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
三
八
藁
成
り
巾
笥
に
藏
す
る
こ
と
年
有
り
。
今
冬
十
月
、
余
公
自
り
退
か
る
。
因
み
に
、
故
紙
を
檢
し
て
此
の
藁
を
得
た
り
。
即
ち
淨
寫
し
て
帙
を
成
す
。
目
し
て
道
餘
録
と
日
ふ
。
之
を
几
案
の
間
に
置
く
。
士
君
子
の
余
を
過
ぎ
て
是
の
録
を
覽
ず
る
者
有
ら
ば
我
を
知
り
我
を
罪
す
る
は
其
れ
茲
に
在
ら
ん
か
。
永
樂
十
年
歳
は
壬
辰
に
在
り
、
冬
十
一
月
長
至
の
日
、
逃
虚
子
序
す
。」
と
、
二
程
子
と
朱
子
の
仏
教
攻
撃
に
対
し
て
、
そ
の
非
難
が
不
当
で
あ
る
こ
と
を
に
『
二
程
遺
書
』
か
ら
二
十
八
條
、
『朱
子
語
類
』
か
ら
二
十
一
條
を
抜
粋
し
て
、
そ
の
一
一
に
つ
い
て
反
駁
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
道
衍
の
著
述
に
『道
餘
録
』
の
あ
る
こ
と
は
史
書
に
も
記
載
が
あ
り
、
王
螯
の
姚
廣
孝
伝
に
、
「別
に
道
餘
録
有
り
。
專
ら
程
朱
を
詆
る
。
識
者
之
を
非
と
す
。」
と
あ
り
、
『
明
書
』
巻
百
六
十
に
も
同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
又
『
明
史
』
巻
百
四
十
五
に
「晩
に
道
餘
録
を
著
す
。
頗
る
先
儒
を
毀
り
、
識
者
鄙
む
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「晩
」
と
あ
る
の
は
序
を
附
し
て
公
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
永
楽
十
年
、
道
衍
七
十
八
歳
の
時
で
あ
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
序
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
著
作
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
以
前
で
あ
り
、
そ
の
明
ら
か
な
年
時
は
、
こ
の
序
文
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
又
、
こ
れ
ら
の
史
書
の
記
載
か
ら
、
儒
教
を
国
家
の
礎
と
す
る
当
時
の
中
国
社
会
に
『
道
餘
録
』
は
受
け
入
れ
が
た
い
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
王
鑿
の
姚
廣
孝
伝
に
は
続
い
て
'
「其
の
友
張
洪
、
嘗
て
云
ふ
。
少
師
、
我
に
厚
か
り
し
、
今
死
せ
り
。
以
て
之
に
報
ず
る
無
し
。
但
、
道
餘
録
を
見
れ
ば
輒
ち
爲
に
焚
棄
す
。」
と
、
当
時
『
道
餘
録
』
が
非
常
に
危
険
な
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
『
道
餘
録
』
の
内
容
は
上
述
の
よ
う
に
宋
儒
の
仏
教
攻
撃
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
が
、
自
序
に
「
理
に
據
っ
て
」
「至
公
無
私
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
そ
の
反
駁
は
仏
典
に
拠
る
だ
け
で
な
く
、
別
表
の
よ
う
に
儒
教
の
経
典
に
も
根
拠
を
お
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
豈
に
敢
へ
て
言
、
三
先
生
と
辯
ぜ
ん
や
。」
と
い
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
語
気
は
激
し
く
、
「明
道
の
斯
の
如
き
の
見
、
杞
國
の
天
の
傾
く
を
憂
ふ
る
者
と
日
を
同
じ
く
し
て
語
る
可
き
な
り
。」
「伊
川
の
良
心
、
何
く
に
か
在
ら
ん
。」
「朱
子
は
其
の
大
体
を
論
ぜ
ず
し
て
其
の
枝
末
を
責
む
。
何
ぞ
識
量
の
狭
き
や
。
」
な
ど
と
罵
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
書
を
晩
年
に
敢
え
て
公
に
し
よ
う
と
し
た
道
衍
の
激
し
い
性
格
を
知
る
と
と
も
に
、
史
書
に
「非
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
頷
け
る
。
た
だ
、
靖
難
の
変
以
前
は
、
あ
れ
ほ
ど
念
仏
信
仰
に
傾
倒
を
み
せ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『道
餘
録
』
に
お
い
て
は
浄
土
教
に
つ
い
て
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
宋
儒
の
攻
撃
目
標
が
禅
に
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
『
道
餘
録
』
で
は
仏
教
の
教
理
的
な
一
面
を
問
題
に
す
る
の
み
で
、
「信
」
に
つ
い
て
は
問
題
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
道
衍
に
は
『
道
餘
録
』
の
他
に
護
教
の
書
と
し
て
『仏
法
不
可
滅
論
』
が
あ
る
。
著
作
の
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
撰
述
の
目
的
は
『道
餘
録
』
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
う
が
た
「唐
の
韓
愈
、
宋
の
歐
陽
修
が
輩
、
空
言
を
以
て
之
を
滅
せ
ん
と
欲
す
る
は
正
に
精
衛
の
東
海
を
嗔
ん
と
欲
し
、
螻
蟻
の
泰
山
に
穴
ん
と
欲
す
る
が
如
し
。
そ
の
自
ら
量
ら
ざ
る
こ
と
を
咲
ふ
べ
し
。
」
と
激
し
い
語
気
も
似
通
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
書
は
自
己
の
信
仰
を
吐
露
す
る
も
の
で
も
、
他
の
信
仰
を
宣
揚
す
る
も
の
で
も
な
く
、
仏
教
と
い
う
自
分
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
靖
難
の
変
以
前
の
著
述
と
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
永
楽
十
六
年
(
一
四
一
八
)
三
月
、
死
の
病
床
に
あ
る
道
衍
を
永
楽
帝
が
見
舞
っ
た
お
り
に
、
僧
溥
洽
の
助
命
を
乞
う
て
い
る
。
溥
洽
は
建
文
帝
の
主
録
僧
で
あ
り
、
燕
王
が
南
京
に
入
っ
た
時
、
建
文
帝
を
僧
に
し
て
逃
が
し
た
と
の
咎
に
よ
っ
て
数
十
年
間
幽
閉
さ
れ
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
三
九
佛
歡
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
四
〇
て
い
た
が
、
道
衍
の
こ
の
願
い
に
よ
っ
て
赦
さ
れ
て
い
る
。
靖
難
の
変
以
来
、
自
分
を
苛
ん
で
き
た
罪
の
償
い
の
一
つ
を
、
死
ぬ
間
際
に
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
永
楽
十
六
年
三
月
二
十
八
日
、
つ
い
に
八
十
四
歳
で
亡
く
な
り
、
波
瀾
に
富
ん
だ
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。
推
誠
輔
國
協
謀
宣
力
大
臣
、
特
進
榮
碌
大
夫
、
上
柱
國
、
榮
國
公
を
追
贈
さ
れ
、
恭
靖
と
諡
さ
れ
た
。
房
山
の
東
北
十
里
の
太
平
里
に
葬
ら
れ
永
楽
帝
は
親
し
く
神
道
碑
を
作
り
そ
の
功
績
を
誌
し
て
い
る
。
三
道
衍
は
、
仏
教
僧
と
し
て
の
出
発
点
で
あ
る
出
家
の
動
機
か
ら
、
他
の
高
僧
・
名
僧
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
性
質
を
全
く
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
学
問
を
し
て
官
吏
と
な
り
、
出
世
し
て
父
母
の
名
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
僧
と
な
り
俗
世
間
に
な
い
楽
し
み
を
受
け
よ
う
と
い
う
、
俗
世
間
に
対
す
る
名
誉
欲
を
捨
て
き
れ
な
い
ま
ま
の
出
家
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
の
道
衍
の
行
動
か
ら
後
人
が
伝
記
に
付
会
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
袁
玖
の
「劉
秉
忠
の
た
ぐ
い
な
ら
ん
。
」
と
い
う
言
葉
に
喜
ん
だ
話
と
共
に
、
道
衍
の
ひ
と
と
な
り
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
又
、
道
衍
が
官
途
を
選
ば
ず
に
僧
と
し
て
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、
丁
度
、
選
択
の
時
期
が
元
末
の
兵
乱
期
で
あ
り
、
時
の
朝
廷
で
あ
る
元
の
支
配
力
が
衰
微
し
て
い
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
出
家
し
て
か
ら
も
、
兵
家
の
言
に
通
じ
た
席
応
真
よ
り
学
を
得
た
こ
と
な
ど
は
、
俗
世
間
に
対
す
る
未
練
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
仏
教
僧
と
し
て
の
学
問
・
信
仰
は
天
台
か
ら
禅
と
い
う
遍
歴
の
後
浄
土
教
へ
と
移
行
し
、
燕
王
に
近
侍
す
る
前
後
に
お
い
て
は
真
摯
な
念
仏
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
ろ
の
浄
土
信
仰
宣
揚
の
著
作
が
多
く
撰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
著
作
の
中
に
み
ら
れ
る
道
衍
自
身
の
言
葉
か
ら
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
道
衍
が
最
終
的
に
浄
土
教
に
帰
依
し
た
の
は
、
「蓮
華
室
銘
并
序
」
に
お
い
て
自
ら
「
業
深
く
障
重
し
」
と
、
断
ち
切
れ
な
い
名
誉
欲
を
強
く
自
覚
し
て
い
た
う
え
で
の
選
択
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
『逃
虚
子
詩
集
』
に
残
さ
れ
た
劉
秉
忠
を
慕
っ
て
詠
ん
だ
詩
な
ど
、
僧
と
し
て
は
強
す
ぎ
る
と
も
い
え
る
情
感
を
観
る
時
、
そ
の
感
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。
又
、
道
衍
が
後
に
燕
王
の
参
謀
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
一
面
を
先
入
主
と
し
な
が
ら
、
浄
土
関
係
の
彼
の
著
述
を
見
る
時
、
浄
土
教
鼓
吹
の
書
で
あ
り
な
が
ら
も
、
禅
苑
に
身
を
處
き
な
が
ら
浄
土
に
帰
し
た
道
衍
自
身
の
大
義
名
分
を
喧
伝
す
る
目
的
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
は
、
い
さ
さ
か
偏
見
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
道
衍
の
生
涯
を
み
る
と
き
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
靖
難
の
変
以
前
と
以
後
で
あ
る
。
靖
難
の
変
以
前
に
お
い
て
は
、
信
仰
を
吐
露
す
る
文
章
や
信
仰
鼓
吹
の
著
述
な
ど
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
靖
難
の
変
以
後
に
お
い
て
は
、
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。
『
道
餘
録
』
や
『
佛
法
不
可
滅
論
』
は
護
教
の
書
で
は
あ
る
が
、
排
他
的
な
色
彩
が
強
く
、
信
仰
云
々
の
書
で
は
な
い
。
信
の
面
に
は
一
切
触
れ
ず
、
専
ら
仏
教
の
存
在
価
値
の
み
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
靖
難
の
変
に
お
け
る
功
に
よ
っ
て
最
高
の
要
職
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
卓
敬
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
を
死
に
お
い
や
っ
た
こ
と
は
、
道
衍
の
心
の
中
に
深
く
残
り
、
故
郷
の
旧
知
の
人
々
の
思
い
が
け
な
い
冷
遇
に
よ
っ
て
、
そ
の
罪
の
深
さ
を
強
く
自
覚
し
た
に
違
い
な
い
。
死
ぬ
間
際
に
、
永
楽
帝
に
溥
洽
の
助
命
を
願
っ
た
こ
と
は
、
靖
難
の
変
に
お
い
て
犯
し
た
数
々
の
罪
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
意
識
し
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
分
が
、
い
か
な
る
布
教
を
行
い
、
い
か
に
真
摯
な
信
仰
者
で
あ
る
と
説
い
て
も
、
説
得
力
の
無
い
こ
と
を
道
衍
自
身
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
煩
悩
の
深
さ
を
知
り
つ
つ
出
家
し
、
煩
悩
の
故
に
浄
土
教
を
選
び
な
が
ら
、
そ
の
煩
悩
を
抑
え
き
れ
ず
に
風
雲
に
身
を
任
せ
て
高
位
を
得
た
も
の
の
、
宗
教
者
と
し
て
は
弁
解
の
余
地
の
無
い
罪
を
背
負
っ
て
晩
年
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
一
人
の
僧
の
姿
を
「異
僧
」
と
言
わ
れ
、
「奇
士
」
と
評
さ
れ
た
道
衍
の
中
に
見
出
す
の
で
あ
る
。
註①
北
京
図
書
館
蔵
『逃
虚
類
藁
』
は
九
十
三
の
道
衍
撰
の
文
を
収
第
三
碑
塔
銘
四
第
四
表
墓
銘
二
め
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
第
五
序
一
二
第
六
讚
銘
説
一
六
第
一
賦
頌
三
第
二
記
一
一
第
七
襍
著
八
第
八
伝
行
状
祭
文
六
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
四
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
第
九
書
題
傳
九
第
十
疏
二
二
と
な
っ
て
お
り
、
末
尾
に
は
清
の
蒋
-N
銓
C
1
七
二
五
～
八
四
)
の
跋
が
附
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
序
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
道
餘
録
』
の
序
を
転
用
し
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
蒋
士
銓
も
触
れ
て
い
る
。
『
逃
虚
類
藁
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
主
と
し
て
靖
難
の
変
以
前
に
撰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
の
資
料
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
道
衍
の
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
道
衍
が
幅
広
く
僧
侶
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
上
で
貴
重
な
手
掛
り
と
な
る
。
昭
和
六
十
二
年
八
月
牧
田
諦
亮
博
士
が
入
手
さ
れ
た
写
真
を
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
文
の
執
筆
に
大
い
に
参
考
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
道
士
席
應
眞
に
つ
い
て
は
、
道
衍
の
『
逃
虚
子
詩
集
』
巻
四
に
訪
席
練
士
詩
、
巻
七
に
挽
席
道
士
の
詩
が
あ
り
、
又
、
『
逃
虚
類
藁
』
第
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
海
虞
席
先
生
墓
銘
」
は
席
應
眞
の
伝
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
席
應
眞
は
洪
武
十
四
年
三
月
十
日
に
八
十
一
歳
を
も
っ
て
卒
し
、
道
衍
は
「
同
郡
沙
門
道
衍
、
先
生
と
忘
形
の
友
為
り
、
故
に
敢
へ
て
其
の
梗
概
を
綴
し
以
て
墓
銘
に
誌
す
。
」
と
墓
銘
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
『
逃
虚
類
藁
』
巻
八
に
は
祭
海
虞
席
先
生
文
を
収
録
し
て
い
る
。
又
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
王
行
は
、
字
を
止
仲
、
『
明
史
』
巻
二
百
八
十
五
に
伝
が
み
え
る
。
道
衍
は
『
逃
虚
子
詩
集
』
巻
三
に
與
王
止
仲
遊
穹
隆
山
留
題
顯
忠
寺
の
詩
を
、
『
逃
虚
類
藁
』
第
七
に
與
王
止
仲
書
を
収
め
て
お
り
、
そ
の
交
渉
を
知
る
。
四
二
③
『
神
道
碑
』
の
碑
文
は
『
國
朝
獻
徴
録
』
巻
六
及
び
『畿
輔
通
志
』
巻
百
六
十
七
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
碑
は
現
在
も
北
京
郊
外
に
墓
塔
と
と
も
に
残
さ
れ
て
お
り
、
又
、
拓
本
が
北
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
④
「
潜
心
内
典
、
得
其
闘
奥
、
發
揮
激
昂
、
廣
博
敷
暢
、
波
瀾
老
成
、
大
振
宗
風
。
旁
通
儒
術
、
至
諸
子
百
家
、
無
不
貫
穿
。
故
其
文
章
閖
嚴
、
諸
律
高
簡
、
皆
超
絶
塵
世
。
雖
名
人
魁
士
、
心
服
其
能
、
毎
以
爲
不
及
也
。
」
⑥
『
逃
虚
類
藁
』
第
三
⑥
『
逃
虚
類
藁
』
第
四
⑦
『
逃
虚
類
藁
』
第
七
⑧
『
逃
虚
類
藁
』
第
七
⑨
『
逃
虚
類
藁
』
第
一
⑩
『
逃
虚
類
藁
』
第
一
⑪
『
逃
虚
類
藁
』
第
二
⑫
『
逃
虚
類
藁
』
第
六
こ
こ
に
引
い
て
い
る
龍
樹
の
偈
文
は
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
巻
五
易
行
品
(大
正
蔵
巻
二
十
六
・
四
十
三
頁
中
)
の
引
用
で
あ
る
。
⑬
芳
賀
幸
四
郎
博
士
は
『
東
山
文
化
の
研
究
』
(
昭
和
二
十
年
、
河
出
書
房
)
に
お
い
て
『
蔭
涼
軒
日
録
』
『碧
山
日
録
』
の
記
述
か
ら
道
衍
に
『
蓮
室
集
』
の
著
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
牧
田
諦
亮
博
士
は
『
佛
教
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
年
報
』
第
二
号
「
道
衍
の
『
蓮
室
集
』
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
『
蓮
室
集
』
の
佚
文
を
集
め
ら
れ
、
注
釈
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
⑭
『讌
鹵
年
來
戰
血
乾
烟
花
猶
自
半
凋
殘
五
洲
山
近
朝
雲
乱
萬
歳
樓
空
夜
月
寒
江
水
無
潮
通
鐵
甕
野
田
有
路
至
金
壇
蕭
梁
事
業
今
何
在
北
固
青
青
眼
倦
看
」
⑮
『明
書
』
巻
一
六
〇
⑯
「及
皇
考
賓
天
而
奸
臣
擅
命
、
變
更
舊
章
、
搆
爲
禍
亂
、
危
迫
朕
躬
。
朕
惟
宗
社
至
重
、
匡
救
之
責
實
有
所
在
。
廣
孝
于
時
、
識
進
退
存
亡
之
理
、
明
安
危
禍
福
之
機
、
先
機
效
謀
。
言
無
不
合
、
出
入
左
右
帷
幄
之
間
啓
沃
良
多
。」
⑰
『國
朝
獻
徴
録
』
巻
三
十
所
収
⑱
『國
朝
獻
徴
録
』
巻
三
十
所
収
⑲
『明
書
』
巻
百
三
、
『明
史
』
巻
百
四
十
一
⑳
「良
驥
色
同
耄
至
人
迹
混
俗
知
己
苟
不
遐
終
世
不
怨
轟
偉
哉
藏
春
公
箪
瓢
樂
巖
谷
一
朝
風
雲
會
君
臣
自
心
腹
大
業
計
巳
成
勲
名
照
簡
犢
身
退
即
長
往
川
海
去
無
復
佳
城
百
年
後
鬱
々
盧
溝
北
松
楸
烟
靄
青
翁
仲
離
蕪
緑
強
梁
不
敢
犯
何
人
敢
樵
牧
王
侠
墓
彙
々
癈
不
待
草
宿
道
衍
(姚
廣
孝
)
の
信
仰
惟
公
在
民
望
天
地
同
傾
覆
斯
人
不
可
作
再
拝
還
一
哭
」
o
r
N
「芳
時
登
瀧
謁
藏
春
兵
後
松
楸
化
斷
薪
雲
暗
平
原
眠
石
獣
雨
荒
深
隧
泣
山
神
殘
碑
蘚
蝕
文
章
舊
異
代
人
傳
姓
字
新
華
表
不
存
歸
鶴
怨
幾
多
行
客
泪
浩
巾
」
⑳
『明
史
』
巻
百
四
十
五
⑳
『守
溪
筆
記
』
⑭
『明
壷臼』
巻
一
亠ハ
○
⑳
北
平
中
央
刻
経
院
本
『道
餘
録
』
に
は
範
成
の
識
語
が
附
さ
れ
、
「逃
虚
子
、
斬
掌
の
暇
に
お
い
て
、
宋
儒
程
朱
の
遣
書
語
録
を
披
閲
す
。
中
に
多
く
公
理
に
據
ら
ず
し
て
佛
老
を
攘
斥
す
。
故
に
著
し
て
此
の
書
を
爲
り
て
分
析
糾
正
す
。
永
楽
大
典
に
列
入
し
て
人
の
研
究
に
供
す
。
意
は
ざ
り
き
、
四
庫
全
書
中
に
在
れ
り
。
竟
に
し
ら
乾
隆
、
親
し
く
手
つ
か
ら
刪
去
を
爲
す
。
又
、
嘉
興
續
藏
經
を
査
ぶ
る
に
四
十
二
函
中
に
亦
之
有
り
。
因
り
て
爲
に
梓
に
付
し
以
て
廣
く
流
通
す
。
」
と
『
道
餘
録
』
の
流
伝
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
は
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)
に
刊
行
さ
れ
、
黄
檗
南
源
性
派
の
跋
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
大
阪
の
山
本
洞
雲
は
『道
餘
録
破
釈
』
を
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
に
刊
行
し
、
一
一
の
条
文
に
つ
い
て
激
し
く
反
論
し
て
い
る
。
ま
た
正
徳
六
年
(
一
七
一
六
)
刊
、
義
諦
の
『
禅
籍
志
』
に
お
い
て
も
『
道
四
三
佛
歡
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
餘
録
』
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。
⑳
『明
史
』
巻
百
四
十
五
等
本
稿
は
明
初
の
傑
僧
道
衍
の
信
仰
の
概
要
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
。
以
後
、
更
に
道
衍
関
係
の
資
料
を
集
め
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
初
佛
教
史
研
究
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。
§
『道
餘
録
』
に
み
ら
れ
る
典
籍
一典
拠
一讖
甥
顯
「
道
衍
の
言
及
し
て
い
る
典
籍
二
程
全
書
0
巻
二
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程
全
書
②
巻
一
二
程
全
書
③
巻
一
『首
楞
厳
経
』
『論
語
』
陽
貨
『
論
語
』
里
仁
『
礼
記
』
檀
弓
『史
記
』
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子
』
萬
章
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厳
経
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三
十
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離
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間
品
『法
華
経
』
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品
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潜
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書
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五全
壷
『
論
語
』
先
進
・
為
政
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
『
中
庸
』
18
巻二
二程
十全
一畫
 
⑲
齷
衾
目
『華
厳
経
』
離
世
間
品
⑳
藻
畫
⑳
磊
全
書
「
二
程
全
書
N
巻
五
「
『道
钁
経
』
『景
徳
伝
燈
録
』
巻
九
『
新
序
』
『
左
伝
』
『
史
記
』
『
礼
記
』
⑳
轜
塗
⑳
覆
耀
塗
25
巻二
二程
七全
豊
二
程
全
書
N
 巻
十
九
二
程
全
書
N
巻
十
九
二
程
全
書
0N
巻
十
九
『景
徳
伝
燈
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伝
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要
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般
若
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華
厳
・
涅
槃
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遡
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毳
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饕
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耳
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鏖
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語
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陽
貨
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遡
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維
摩
経
a
 
朱
子
語
類
個
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一
二
六
(16)
飜一子
二語
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『大
般
涅
槃
経
』
『法
華
経
』
『史
記
』
『
永
嘉
証
道
歌
』
『列
子
膚
齋
口
義
』
『荘
子
』
逍
遙
遊
魏
罍
二
『首
钁
経
』
㎜
弊
疆
「
『入
楞
伽
経
』
『華
厳
経
』
(18)
巻朱
一子
二語
遡
 
四
飜
耄
疆
「
『法
華
経
』
⑳
茱
子
語
讐
石
林
過
庭
豊
『大
学
』
『
華
厳
経
』
四
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
六
號
巻
一
二
六
『
伊
川
居
士
帖
』
『
山
谷
集
』
四
六
⑳
薪
壑
速
(大
学
院
博
士
後
期
課
程
・
仏
教
学
専
攻
)
